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PAGES:将来の気候・環境変動理解のための近過去復元研究

PAGES (Past Global Changes) Paleoclimate reconstruction for better

understanding future climate/environment changes
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　現在進行中の気候変化の将来予測をより正確に行うためには,過去の高時間分解 能・高精度のデータを気候

モデルの検証に利用することが有効であるとの認識は, IPCC などの国際的な取組の中でも広く認められてい

る。PAGES は将来の気候・環境 変動理解のための近過去復元研究を行っており,日本もこれまで多くの貢献を

果たし てきた。ここではその中の一部について紹介し,今後の PAGES の方向性などについ て議論することと

したい。
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